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V221b 木曽超広視野高速CMOSカメラTomo-e Gozen 試験機による高頻度測光
の評価
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超広視野高速CMOS カメラTomo-e Gozen は 84 枚のCMOS センサを用いることで 20deg2 の視野を 2 Hz で
連続撮像できる. このサンプルレートで広視野観測が可能な可視光装置は過去に無く, 速い変動を示す突発天体
や変光天体の探査を飛躍的に進めることができる. 2015年 11月には, 8枚の CMOS センサを搭載した Tomo-e
Gozen 試験機が完成し, 東京大学木曽観測所にて試験観測が実施された. 多数の星を測光解析して大気変動の視
野内での相関を調べたところ, 2Hzの頻度では 6分角より離れると大気変動の相関が悪化したが, 0.5Hzの頻度で
は 1センサの視野内 (最大角距離 35分角)に渡って大気変動の相関の角距離依存性が見られなかった. また, 0.5秒
から 500秒までの各時間スケールで測光値の安定性を評価したところ, Vmag < 14の星に対する測光精度は, 時間
スケール 5秒以下で 0.4%-3%, 100秒以上で 0.1%-0.3%を達成していることが確認された. 本講演では高頻度測光
データの評価の中で見つかった, ブレーザーや δ-Sct型変光星候補の数時間スケールの変動についても報告する.


